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『
長
生
殿
』

訳
注

(三
)

竹

村

則

行

凡

例

『
長
生
殿
』
本
文
の
底
本
に
は
、
現
在
最
も
流
布
し

て
い
る
徐
朔
方
氏

の
校
注
本
を
用
い
た
が
、
厳
密
な
校
訂

を
施
し
た
呉
梅
校

本

(劉
世
桁

『
彙
刻
伝
劇
』
所
収
)
を
始
め
、
次

の
第

二
項
に
掲
げ
る
諸
書
も
随
時
参
照
し
た
。

二

本
訳
注
に
当

っ
て
、
出
典
の
確
認
や
本
文
の
解
釈
等
に
お
い
て
、
以
下
の
諸
書
を
参
照
し
た
が
、
訳
注

の
際
に
は
、

こ
れ
を

一
々

明
示
し
て
い
な
い
。

塩
谷
温

『国
訳
長
生
殿
』
(『国
訳
漢
文
大
成
』
所
収
、

一
九
二
三
年
)

徐
朔
方
校
注

『
長
生
殿
』
(人
民
文
学
出
版
社
、

一
九
五
八
年
)

曾
永
義

『中
国
古
典
戯
劇
選
注
』
所
収

『
長
生
殿
』
(国
家
出
版
社
、

一
九
七
四
年
)

票
運
長

『長
生
殿
通
俗
註
釈
』
(雲
南
人
民
出
版
社
、

一
九
八
ヒ
年
)

三

本
訳
注

で
は
、
主
に
前
記
参
考
書
に
於
て
な
お
未
注
の
故
事
出
拠
に
つ
い
て
注
出
す
る
事

に
し
た
。
全
般
的
総
合
的
な
注
に
つ
い

て
は
、
康
保
成

・
竹
村
則
行
共
著

『
長
生
殿
箋
注
』
(中
州
古
籍
出
版
社
、

一
九
九
九
年
刊
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

四

【曲
牌
名
】
に
続
く

「
唱
」
部
分
の
訳
出
は
、

こ
の
間
に
挟
ま
れ
る
短
い
科
白
や
襯
字
を
も
含
め
て
、
【ゴ
チ

ッ
ク
文
字
】
の
体
裁

で
示
し
た
。
ま
た
、
演
員

の
扮
装
や
動
作
、
及
び
唱
や
動
作
の
主
体
を
示
す
ト
書
き
の
部
分
は
、
底
本
の
通
り
に
小
字

で
示
し
た
。

五

訳
語
の
う
ち
、
原
文
の

「
介
」
「
科
」
(し
ぐ
さ
)
は
、

一
種

の
術
語
と
し
て
、
そ
の
ま
ま

「
介
」
「科
」
と
し
て
訳
出
し
た
。
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『
長
生

殿
』

訳
注

(
三
)

(竹

村

)



中
国
文
学
論
集

第
二
十
八
号

六

訳
文
は
、
【
ゴ
チ

ッ
ク
文
字
】
で
示
さ
れ
る

「唱
」
部
分
の
訳
出
も
含
め
、
荘
重
な
韻
文

の
形
式
を
採
ら
ず
、
意

味
内
容

の
解
釈

を
重
視
し
つ
つ
、
努
め
て
平
易
な
日
本
文
と
な
る
様
に
留
意
し
た
。
(「
唱
」
部
分

の
韻
文
訳
出
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
)
そ
れ

で

も
、
訳
者
の
誤
解

や
力
量
不
足
に
よ
る
生
硬
な
訳
文
を
免
れ
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
諸
先
生
の
忌
揮
な
い
御
指
教
を
お
願
い
す

る
次
第

で
あ
る
。

七

前
稿

「
『
長
生
殿
』
訳
注

(
一
)
(
二
)」
は
、
『
中
国
文
学
論
集
』

二
十
六
～
二
十
七

二

九
九
七
～
九
八
年
)

に
訳
載
し
た
。

八

本
訳
注

(
三
)
(第
八
～
十

一
駒
)
は
、

一
九
九
六
年
十
月
～
九
七
年
五
月
に
行
わ
れ
た
九
州
大
学
大
学
院
で

の

『
長
生
殿
』
演

習
資
料
を
基
に
し
て
、
担
当
の
竹
村
が
浄
書
し
た
。
こ
の
間
の
演
習
に
参
加
し
た
助
手

・
院
生

・
研
究
生
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

岡
村
真
寿
美

・
若
杉
邦
子

・
諸
田
龍
美

・
胡

山
林

・
野
田
雄
史

・
黄

冬
柏

・
呉

紅
華

角
田
美
和

・
王

展

・
瀟

燕
娩

・
王

毓
要

・
垣
見
美
樹
香

・
河
野
真
人

第
八
齢

献

髪

(副
浄
が
急
い
で
登
場
)
「
天

に
予

期

せ

ぬ
嵐

が

あ

る
様

に
、

人

に

も

遽

か

に
災

難

が

降

り

か

か

る
。
」

私

は
楊

国

忠

、

妹

が

貴

妃

に

冊

立

さ

れ

て
以

来

、

権

勢

は

日

に
盛

ん

で
す

。

と

こ

ろ

が

今

朝

、

思

い
が

け

な

く

貴

妃

が

玉

旨

に
杵

い
、

宮

中

を

放

逐

さ

れ

、

高

内

監

に
命

じ

て
、

車

一
つ

で

こ

の
門

ま

で
送

ら

れ

た

と

の

こ
と

。

一
体

ど

う

い

う
事

だ

ろ

う

?

全

く

の
驚

き

で

す
。

と

も

あ

れ

門

前

に
貴

妃

を

貴

妃

を

迎

え

に
行

こ

う
。

(
一
旦
退
場
二

丑
が
車
に
乗

っ
た
旦
を
連
れ
て
登
場
)

【

】

【
望

吾

郷

】

【
天

子

の
御

心

は

定

め

無

く

、

曾

て

の

恩

愛

も

ど

こ

へ
や

ら

。

蛾

眉

の
美

人

が

急

に

既

諦

の

憂

き

目

を

見

た

が

、

そ

の

内

実

を

知

ろ

う

に
も

、

ど

う

仕

様

も

な

い
。

棄

て

ら

れ

方

の
何

と

一
方

的

な

こ

と

。

今

や
私

は

長

門

宮

や
永

巷

に

幽

閉

さ

れ

た

も

同

然

。

宮

中

を

顧

み

れ

ば

、

つ
の

る

愁

い

が

抑

え

難

い

。
】

」
副
浄
が
登
場
し
、
脆
い
て
出
迎
え
る
介
)
臣

楊

国

忠

が

貴

妃

様

を

お

迎

え

に

上

り

ま

し

た

。

(丑
)
丞

相

殿

、

早

く

貴

妃

様

を

奥

へ
。

我

輩

は
少

し

話

が

あ

り

ま

す

。

(
副
浄
)
者

ど

も

、

侍

女

に
命

じ

て
貴

妃

様

を

奥

の
堂

へ
お

連

れ

し

ろ
。

(侍
女
が
登
場
し
、
旦
が
車
か
ら
下
り
る
の

仙
呂

過
曲
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を
助
け
、
擁
え
て
退
場
)
(副
浄
が
丑
に
礼
を
す
る
介
)
高
老
公
様
、
お
坐
り
下
さ
い
。

こ
れ
は

一
体
ど
う
し
た
事

で
す
?

(丑
)
貴
妃
様
は
、

=

封
書
】
【
君
子
の
寵
愛
が
最
も
篤
く
、
後
宮
で
は
専
ら
彼
女
が
御
寝
を

一
人
占
め
。
】

と
こ
ろ
が
昨
日
は
、
【
思
い
も
か
け
ず
御
心

に
杵
き
、
に
わ
か
に
商
星
と
参
星
の
様
に
仲
違
い
さ
れ
た
。
】

丞
相
殿
、
我
輩

の
多
弁
を
お
と
が
め
な
さ
る
な
。
貴

妃
様
は
、
【生
来

の
わ
が
ま
ま
が
習
い
性
と
な
り
、
天
子
の
御
寝
に
侍
る
他
の
美
人
の
事
で
疑
念
を
抱
か
れ
た
の
で
す
。
】

(副
浄
)
疑
調
さ
れ
た
今
、
ど

う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。
(丑
)
丞
相
殿
は
ま
ず
朝
廷

へ
謝
罪
に
行
き
、
解
決
の
機
を
窺
う
よ
う
に
す
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
(副
浄
)

高
老
公

よ
、
【
全
て
は
あ
な
た
に
頼

っ
て
天
子
に
進
上
し
、
天
子
の
了
解
を
得
た
く
思
い
ま
す
。
】

(丑
)
そ
れ
は
当
然

で
す
。

(合
唱
)

【
必
ず

や
再
び
宮
中
の
花

(楊
貴
妃
)
を
宮
殿
に
呼
び
戻
し
ま
し
ょ
う
。】

(丑
)
で
は
こ
れ
で
。
(副
浄
)
私
も
お
供
し
ま
す
。
(内
に
向
っ
て
い
う
介
)
侍
女
ど
も
、
貴
妃
様

に
よ
く
お
仕
え
す
る
の
だ
ぞ
。
(内
で
応
ず

る
介
)
(副
浄
)
「
こ
れ
じ
ゃ
烏
と
鵠
が
群
れ
飛
ぶ
よ
う
な
も
の
、
吉
凶
の
見
当
も

つ
か
ぬ
。」
(丑
と
共
に
退
場
)
(旦
が
侍
女
を
連
れ
て
登
場
)

【

】
【
行
香
子
】
【
に
わ
か
に
宮
門
を
出
さ
れ
、
動
揺
す
る
心
が
ま
だ
落
着
か
ぬ
。
愁

い
に
満
ち
た
顔
中
に
涙
の
あ

と
。
こ
の
間
の

心
中
の
悩
み
は
、
と
て
も
言
葉
に
尽
く
せ
な
い
。
た
だ
花
の
か
ん
ば
せ
を
惜
し
み
、
身
の
薄
命
を
憐
れ
み
、
深
い
天
恩
を
思
う
だ
け
。
】

「
君
恩
は
行
く
川
の
よ
う
に
東

へ
と
流
れ
去
り
、
君
寵
を
得
れ
ば
そ
の
心
移
り
を
憂
い
、
寵
を
失
え
ば
愁

い
に
沈
む
。
宴
席
で

《
梅
花
落
》
な
ど
演
奏
な
さ
る
ま
い
そ
。
宮
殿
の
西
に
は
も
う
涼
し
い
秋
風
が
吹

い
て
い
る
の
だ
か
ら
。」

私
楊

玉
環
は
、
宮
中

に
入

っ
て
以
来
、
身
に
余
る
天
子
の
寵
愛
を
蒙
り
ま
し
た
。
君
心
は
十
分

に
托
す

べ
き
で
あ
り
、
歓
楽
は
い
つ
ま

で
も
続
く
も
の

と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
運
命
は
予
想
も

つ
か
ず
、

一
朝
天
子

の
怒
り
に
触
れ
、
宮
車
に
乗

っ
て
楊
国
忠
の
私
邸

へ
帰
さ

れ
る
事

に
な
り
ま
し
た
。
宮
門
を

一
歩
出
れ
ば
、
ま
る
で
九
重
の
天
を
隔

て
た
か
の
様
。
(涙
す
る
介
)
天
よ
、
宮
中

の
明
月
は
も

う
私
を
照
ら
す

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
御
苑

の
落
花
は
再
び
枝
に
つ
い
て
開
花
す
る
望
み
も
絶
た
れ
ま
し
た
。
私
は
胸
に
手
を

当

て
て
自
ら
の
薄
命
を
悼
み
、
訣
で
顔
を
掩

っ
て
空
し
く
嘆
き
ま
す
。
何
と
傷
ま
し
く
や
る
せ
な
い
こ
と
。

【

】
【榴
花
泣
】
【石
榴
花
】
【薄
絹

の
衣
を
払
え
ば
、
ま
だ
残
る
天
子
様
の
香
り
。
私
は
以
前
の
天
恩
を
ど
こ
に
感
謝

す
れ
ば
よ
い
の

か
。
思
え
ば
春
の
行
楽
に
は
朝
か
ら
晩
ま
で
天
子
に
お
供
し
た
の
に
、
【泣
顔
回
】

一
体
ど
う
し
て
雲
雨
が
切
れ
る
よ

う
に
二
人
の
情
愛

が
中
断
し
て
し
ま

っ
た
の
か
。
私
が
甘
え
て
す
ね
て
見
せ
れ
ば
、
天
子
様
は
こ
れ
ま
で
何
で
も
聞
い
て
下
さ

っ
た
の

に
、
思
い
が
け
ず

横
し
ま
に
伸
び
て
来
た
枝

(號
国
夫
人
)
の
為
に
、
連
理
の
枝
が
に
わ
か
に
切
断
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。】

中
呂

引
子

中
呂

過
曲

『
長

生
殿
』

訳

注

(
三
)

(
竹
村

)
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中

国
文
学

論
集

第

二
十

八
号

侍

女

よ

、

こ

こ
ら

に

ど

こ

か
宮

中

が

見

え

る
所

は

無

い
か

?

(侍
女
)
前

方

の
御

書

楼

の

上

か

ら

西

北

を

見

や

れ

ば

、

宮

壁

で
ご

ざ

い
ま

す

。

(
旦
)
私

に

つ

い

て
上

ま

で

い

ら

つ
し

ゃ

い
。

(侍
女
)
か

し

こ

ま

り

ま

し

た

。

(旦
が
楼
に
上
る
介
)
「
西

宮

は

遥

か

に

見

え

ず

、

一
た

び

楼

に
上

れ

ば

断

腸

の
思

い
。
」

(侍
女
が
指
さ
す
介
)
貴

妃

様

、

こ

の

一
帯

の
黄

色

い
琉

璃

瓦

は
、

九

重

の
宮

殿

で

は

ご

ざ

い
ま

せ

ん

か

?

(
旦
が
涙
す
る
介
を
す
る
)

【
前

腔

】

【
高

楼

に

上

っ
て
涙

を

流

し

、

遥

か

に

宮

城

の

門

を

眺

め

る

と

、

僅

か

の
間

に

紅

雲

に
隔

て

ら

れ

て

い

る

。

昨

夜

は
宮

中

の

寵

姫

で

あ

っ
た

も

の

を

、

再

び

天

子

の

恩

情

に

浴

す

る

を

願

う

ば

か

り

。

あ

あ

、

天

命

は

む

ご

い

も

の

。

こ

の
身

が

白

髪

に
な

る

前

に

、

君

恩

を

先

に

洞

ら

し

て

し

ま

う

と

は

。
】

(侍
女
が
指
さ
す
介
)
お

や
、

向

う

か

ら

太

監

が

馬

に
乗

つ
て
来

る

の

が

見

え

ま

す

。

き

っ
と

貴

妃

様

を

お

召

し

な

の

で

し

ょ
う
。

(旦
が
嘆
く
介
)

【
恐
ら

く

天

子
様

の
吉

祥

の

お

召

し

で

は
な

く
、

多

分

凶

兆

の
知

ら

せ

な

の

で

し

ょ
う
。
】

(旦
が
楼
を
下
り
る
介
二

丑
が
登
場
)
「
密

か

に

昔

を

懐

か

し

む

心

情

を

、

恩

寵

を

失

っ
た

人

に
報

告

し

ま

す

。
」

(会
う
介
二
口同
力

士

が

貴

妃

様

に
お

目

通

り

し

ま

す

。

(
旦
)
高

力

士

、

ど

ん

な

用

件

な

の
?

(
丑
)
私

め

、

た

だ
今

奏

上

致

し

ま

し

た

と

こ
ろ

、

天

子

様

に

は

貴

妃

様

の
御

帰

館

の
様

子

を

詳

し

く

お

尋

ね

に

な

り

、

後

悔

さ

れ

て

い
る

御

様

子

で

し

た
。

た

だ

今

、

天

子

様

は

独

り

宮

中

に
居

ら

れ

、

し

き

り

に

嘆

息

さ

れ

て

い
ま

す

が

、

き

っ
と

貴

妃

様

を

思

わ

れ

て

の

こ
と

。

そ

こ

で
私

め

が

特

に
お

知

ら

せ

に
参

っ
た

の

で

す
。

(旦
)
あ

あ

、

ど

こ

に

ま

だ

私

を

思

っ

て

い

ら

っ
し

ゃ
る

も

の

で
す

か
。

(丑
)
愚

か

な

私

め

は

賢

妃

を

お

諌

め

で
き

ま

せ

ん
が

、

貴

妃

様

に

は

あ

ま

り
意

地

を

張

ら

れ

ぬ

が

良

い
か

と

存

じ

ま

す
。

も

し

何

か
適

当

な

品

物

が

ご

ざ

い

ま

し

た

ら

、

私

め

に

お

渡

し

下

さ

い
。

折

を

見

て
天

子

に

進

上

致

せ
ば

、

或

い

は

御

心

を

動

か

す

こ
と

が

で

き

る

や

も
知

れ

ま

せ

ん
。

(旦
)
高

力

士

、

お

前

は

ど

ん
な

物

を

献

上

す

る

の
が

良

い
と

い
う

の

か
。

(考
え
る
介
)

【
喜

漁

灯

犯

】
【喜
漁
灯
】

【
思

え

ば

ど

ん

な

物

が

真

情

を

伝

え

て

、

君

王

を

感

動

さ

せ

る

で

あ

ろ

う

?

】

思

う

に
、

私

の

こ

の

一
身

以
外

は

、

み

ん

な

君

王

か

ら

下

賜

さ

れ

た

も

の
。

【
た

だ

愁

い

の

涙

が

幾

筋

も
真

珠

の

よ

う

に
流

れ

て
も

、

こ

れ

を

金

綜

で

編

ん

で
美

し

い

盤

に
載

せ

て

天

子

に

進

上

す

る

こ

と

は

で

き

な

い

。
】

お

お

、

そ

う

だ

。

【別
銀
灯
】
【
こ

の

一
筋

の
艶

あ

る

黒

髪

は

、

曾

て

君

王

に

添

い

寝

し

た

折

に
、

御

前

で
鏡

に
向

っ
て
硫

い

て

み

せ

た

も

の

。
】

侍

女

よ
、

鏡

台

と

鋏

を

持

っ
て
来

て
お

く

れ
。

(侍
女
が
応
じ
て
取

っ
て
差

し
出
す
介
)
(旦
が
髪
を
解
く
介
)
あ

あ

、

髪

よ
、

髪

よ
。

【漁
家
傲
】

【
私

の

青

春

の
道

連

れ

で

あ

っ
た

お

前

を

前
刀
っ
て

し

ま

う

の

は

忍

び

難

い

が

、

今

は

た

だ

私

の

衷

心

を

表

わ

す

た

め

に

、
】
(髪
を
勢
る
介
を
す
る
)
【
勇

り

落

し

て

、

自

ら

憐

れ

む

の

み

。
】

(髪
を
手
に
取

っ
て
起
ち
、
泣
く
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介
)
髪

よ

、

髪

よ
。

【
喜
漁
灯
】
【
私

の

天

子

へ
の
懇

ろ

な

気

持

ち

を

、

全

て
お

前

に
托

し

て

し

ま

お

う

。
】

(拝
す
る
介
)
我

が

聖

な

る

天

子

よ

、

【
我

が

身

は

、

こ

の

乱

れ

た

髪

の
よ

う

、

こ
れ

こ

そ

私

の

未

練

の

思

い
な

の

で

す

。
】

(起

つ
介
）
高

力
士

よ
、

お

前

は

こ
れ

を

持

っ
て
天

子

に
申

し

上

げ

て
お

く

れ

。

(泣
く
介
)
私

の
罪

は

万

死

に
当

り
、

今

生

に

お

い

て

再

び

天

顔

を

拝

す

る

事

は

で

き

ま

せ

ん

が

、

こ

こ

に

謹

ん

で

こ

の
頭

髪

を

献

上

し

、

天

子

様

へ
の
恋

情

を

表

わ

し

ま

す

と

、

こ
う

伝

え

て

お

く

れ

。

(
丑
が
脆
い
て
髪
を
受
け
取
り
、
肩
に
か
け
る
介
)
貴

妃

様

、

御

心

配

な

さ

い
ま

す

な

。

で
は

、

私

め

行

っ

て
参

り

ま

す

。

「
好

い
具

合

に

一
筋

の

黒

髪

に

よ

つ
て
、

再

び

二
人

の
永

遠

の
愛

を

結

ば

ん
。
」

(退
場
)
(旦
が
坐
っ
て
実
く
介
)
(老
旦
と
貼
が
登
場
)

【
榴

花

灯

犯

】
【別
銀
灯
】

【
噂

で

は

、

貴

妃

が

君

王

に

さ

か

ら

い
、
】

【
石
榴
花
】
【
噂

で

は

、

実

家

に
帰

さ

れ

た

そ

う

な

。
】

【普
天
楽
】

【
噂

で

は

、

よ

る

べ

を

失

っ
た

兄

国

忠

が

憂

慮

し

、

噂

で

は

、

そ

の

後

に
太

監

が

や

っ
て
来

た

そ

う

な

。

一
体

ど

う

い

う

事

だ

ろ

う

。
】

(進
む
介
)
貴

妃

様

は

ど

ち

ら

?

(侍
女
)
韓

国
號

国

の

二

夫

人

が

い
ら

っ
し

ゃ

い
ま

し

た

。

(
旦
が
あ
い
さ
つ
も
せ
ず
、
た
だ
泣
く
介
を
す
る
=

老
旦

と
貼
が
貴
妃
に
会
う
介
)
(老
旦
)
貴

妃

よ

、

ど

う

か

お

嘆

き

に

な

ら

ず

に
。

(
共
に
泣
く
介
)
(貼
)
先

頃

、

望

春

宮

で
は

、

上
様

は

殊

の
外

お

喜

び

だ

っ
た

の

に
、

ど

う

し

て
急

に

こ

ん
な

こ

と

に
?

【
漁
家
傲
】
【
私

は

た

だ

、

千

万
年

も

歓

楽

は

尽

き

な

い
と

言

っ
た

だ

け

な

の

よ

。
】

【尾
犯
序
】
【
私

は

た

だ

、

あ

の
方

(天
子
)
の
意

の

ま

ま

に

任

せ

る

と

言

っ
た

だ

け

な

の

よ

。
】

【
石
榴
花
】

【
私

は

た

だ

、

例

え

行

き

違

い
が

あ

っ
て

も

、

あ

な

た

(楊
貴
妃
)
と

は

張

り
合

わ

な

い

と

言

っ
た

だ

け

な

の

よ

。
】

(老
旦
)
斐

の
妹

(號
国
夫
人
)
よ

、

【錦
纏
道
】
【
繰

り

言

を

言

う

の

は

や

め

て

お

く

れ

。

貴

妃

よ

、

あ

な

た

が

天

子

の

怒

り

を

か

っ
た

の

は

、

一
体

何

が

原

因

な

の

?
.】

(
旦
が
取
り
A口
わ
ぬ
介
を
す
る
)

(
貼
)
貴

妃

よ
、

私

の
言

う

の
を

と

が

め

な

い

で

お

く

れ

。

【
別
銀
灯
】

【
も

と

も

と

寵

愛

が

深

け

れ

ば

仲

違

い
も

生

じ

る

も

の

。

君

恩

と

て

秋

の

木

の

葉

と

同

じ

、

時

と

共

に
枯

れ

る

も

の

よ

。

あ

な

た

の

こ

ん

な

様

子

で

は

、

ど

う

し

て

天

恩

を

お

受

け

で

き

ま

し

ょ
う

。
】

(
老
旦
と
合
唱
)

【雁
過
声
】

【
こ

う

し

て

実

の

姉

妹

が

ね

ん
ご

ろ

に

慰

問

し

て

い

る

の

に

、

あ

な

た

は

ど

う

し

て

耳

元

の
忠

告

が

聞

け

な

い

の

よ

?

】
(
旦
)

【
尾

声

】

【
秋

風
が

吹

け

ば

夏

の

扇

子
が

い

ら

な

く

な

る

様

に
、

天

子

に

棄

て

ら

れ

る

の
は

私

の

運

命

、

血

を

分

け

た

姉

妹

の

ご

来

訪

を

心

か

ら

感

謝

し

ま

す

。

私

も

言

い

た

い

こ
と

は

山

ほ

ど

あ

り
ま

す

が

、

今

は

胸

に

秘

め

て

お

き

ま

す

わ

。
】

(
つ
い
に
退
場
)
(貼
)
姉

さ

ん

、

妹

の
貴

妃

の

こ

ん

な

様

子

で

は

、

ど

う

し

た

ら

よ

い

で

し

ょ
う

。

(
老
旦
)
ほ

ん

と

。

私

達

が

わ

ざ

わ

ざ

来

た

の

に
、

彼

女

は

何

の
考

え

が

あ

る

の
か

、

と

う

と

う
奥

へ
行

っ

て
し

ま

っ
た

わ

。

ね

え
、

妹

よ

、

今

度

望
春

宮

へ
行

く

時

『
長
生

殿
』

訳
注

(
三
)

(
竹
村

)
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中
国
文
学
論
集

第
二
十
八
号

は

、

あ

な

た

は

貴

妃

の

ま

ね

は

し

な

い

で
よ
。

(貼
が
差
じ
る
介
)
チ

ェ

ッ
。

(
貼

)

」
老

旦

)

(
貼

)

(
老

旦
)

今
朝
、
忽
ち
妹
が
宮
中
を
放
逐
さ
れ
た
が
、

そ
の
妹
に
対
面
す
れ
ば
、
ど
う
し
て
悲
し
ま
ず
に
お
れ
よ
う
。

冷
静
に
考
え
て
み
れ
ば
、
本
当
に
お
か
し
な
話
、

中
に
刺
を
含
ん
で
、
人
を
刺
そ
う
と
す
る
。

張

籍

慶

匡
図

徐

寅

陸

亀
蒙

注

原
文

「
天
有

不
測

風
雲

、
人

有

旦
夕
禍
福

。
」
…
人

の
禍

福

は
天
気

の
様

に
変

化

し
、

予
測

し
難

い
こ
と
。

中
国

古
代

の
習

語
。

元
曲

『
合

同
文

字
』

第

四
折
、
『
水
濫

伝
』
第

二
十

六
、

一
〇

一
回
、
『
西
遊
記
』

第

四
十

回
、
『
紅

楼
夢
』

第

十

一
回
等

に
習
見

す

る
。

原
文

「
貴

妃
杵

旨

、
被
調

出
宮

、
命

高
内

監
単

車
送

到

門
来
。
」
…

「
太
真

外
伝

」
巻

上

に

「
(天
宝
)
五
載

七
月
、

妃
子

以
妬

桿
杵

旨
、

乗
単

車
、

令
高

力
士

送
還

楊
錆

宅
。
」

と
。

原
文

「
烏

鴉

与
喜

鵠
同

行
、

吉

凶
事
全

然
未
保

」
…
吉

凶
が

こ
ち

ゃ
ま
ぜ

に
な

っ
て
、

区
別

が

つ
か

な

い
こ
と
。
『
警

世
通

言
』

巻

三
〇
、

『
二
刻
拍
案

驚

奇
』
巻

七

等
、

明
代
小

説
中

に
習

見
す

る
。

ま

た
同
様

に
、

「
青
龍

与
白
虎

同
行

、
吉

凶
事

全

然
未
保

」

の
熟
語

も

『
三
言

二
拍
』

等

の
小

説
中

に
習

見
す

る
。

紅

雲

…
宮

中

に
た

な
び

く
吉
祥

の
紅

い
雲
。

『
侃

文

韻
府

』

「
紅

雲
」

に
引

く

『
異

聖
伝
』

に

「
玉
帝

所
居

、
常

有

紅
雲

擁

之
」

と
。

『
驚

鴻

記
』

第

十
駒

「
紅
雲

」
語

の
陳

氏
標
註

参

照
。

原
文

「
暗
将

懐

旧
意
、

報
与
失

歓

人
」
…

元
棋

「
鴬

鴬
伝
」

に

「
還
将

旧
来
意

、
憐

取
眼

前
人
」

と
。
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第
九
餉

復

召

【

】

南
呂

引
子

【虞
美
人
】
(生
が
登
場
)
【
わ
け
も
な
く
煩
悶
が
湧
き
起
る
が
、
誰

に
訴
え
る
す

べ
も
無
い
。
こ
の
気
持
は
自
分

で
も
や
り
き
れ



ぬ

の

に

、

何

と

し

た

こ
と

か

、

鵬

寄

が

し

き

り

に

朕

に

話

し

か

け

る

。
】

「
御

成

り

道

に
春

草

が

生

え
、

上

林

苑

の
花

は
今

が

満

開

。

高

台

に

上

れ

ば

や

る

せ

な

い
思

い
。

こ

の

気

持

は
侍

臣

に

は

分

る

ま

い
。
」

寡

人

は

昨

日
楊

貴

妃

の
嫉

妬

の
せ

い

で

心

中

楽

し

ま

ず

、

一
時

の
失

策

で
彼

女

を
追

い
出

し

て

し

ま

っ
た
。

と

こ
ろ

が

佳

人

は

得

難

い
も

の
、

彼

女

が

去

っ
て

か

ら

は
、

眼

に
触

れ

る

も

の
は

全

て
憎

ら

し

く

、

ど

ん

な

風

景

も

全

て
恨

め

し

い
。

あ

の
楊

国

忠

が

謝

罪

に
来

た

が
、

寡

人

と

て
会

わ

せ

る

顔

が

無

い
。

(
嘆
く
介
)
あ

あ

、

彼

女

を

宮

中

に
呼

び

戻

そ

う

に

も

口

に
出

し

に

く

い
が

、

も

し

も

彼

女

を

呼

び

戻

さ

な

け

れ

ば

、

朕

は

こ
れ

か

ら

ど

う

し

た

も

の

か

。

ま

こ

と

に
決

心

が

つ
か

ぬ

こ

と

だ
。

【
南
呂
過
曲
】

【
十

様

錦

】
【繍
帯
児
】
【
春

風

は

止

み

、

宮

簾

が

半

ば

開

い

て

い

る

。

春

の

日

長

は

仲

々
過

ご

し

難

い

。

小

鳥

が

楽

し

く

疇

る

の

を

聞

き

、

新

し

い
花

が

美

し

く

咲

き

競

う

の

を

見

る

に

つ
け

て
も

、
彼

女

を

思

っ
て

後

悔

す

る

。
】

【宜
春
令
】
【
悔

ま

れ

る

の

は

、

自

分

の

粗

忽

の

た

め

に

彼

女

の
愛

し

さ

が

分

ら

ず

、

あ

た

ら

香

玉

の

如

き

彼

女

の

風

情

を

台

無

し

に

し

て

し

ま

っ
た

こ
と

。
】

(副
浄
が
内
監
に

扮
し
て
登
場
)
「
玉

盤

に
赤

糸

状

の
細

切

り

肉

が

盛

ら

れ

、

金

の
甕

が

開

か
れ

て

緑

酒

が
薫

る

。
」

(脆
い
て
会
う
介
)
天

子

様

、

ど

う

か

御

召

し

上

り

下

さ

い
。

(
生
が
応
じ
な
い
介
)
(
副
浄
が
ま
た
勧
め
る
介
)
(
生
が
怒
る
介
)
こ
ら

っ
、

誰

が

こ

こ

に
来

い

と

言

っ
た
。

(副
浄
)
天

子

様

に
は

朝

か

ら
何

も

召

し

上

ら

な

い

の

で
、

後

宮

か

ら

御

膳

を

上

す

様

に
申

し

つ
か

り

ま

し

た

。

(生
)
ち

つ
、

何

が

後

宮

だ
。

内

侍

を

呼

べ
。

(
二

人
の
内
侍
が
応
じ
て
登
場
)
(生
)
こ

や

つ
を

引

っ
立

て

て
、

百

回

の
鞭

た

た

き

に

し

、

牢

屋

に

入

れ

よ
。

(内
侍
)
か

し

こ

ま

り

ま

し

た

。

(
共
に

副
浄
を
連
行
し
て
退
場
)
(生
)
あ

あ

、

朕

が

こ

こ

で
貴

妃

を

思

っ
て

い

る

の
を

、

こ

や

つ

に
邪

魔

さ

れ

て

し

ま

っ
た

。

全

く

忌

々
し

い
。

【降

黄
龍
換
頭
】

【
彼

女

を

思

え

ば

、

た

と

え

天

上

の

美

酒

や
海

外

の

珍

味

と

い

え

ど

も

、

ど

れ

程

の

味

が

あ

ろ

う

。

た

だ

愛

し

き

人

(貴
妃
)

が

眼

の
前

に

い

て

こ

そ

、

飢

え

が

満

た

さ

れ

る

の

だ

。
】

(浄
が
内
監
に
扮
し
て
登
場
)
「
酒

樽

が

並

ぶ

美

麗

な
宴

席

に

歌

舞

を

披

露

し

、

花

咲

く

紅

楼

に

管

弦

を
奏

で

る
。
」

(会

っ
て
脆
く
介
)
天

子

様

に
は

、

ど

う

か

沈

香

亭

の
宴

席

に

て
梨

園

の
新

楽

を

御

鑑

賞

下

さ

い
ま

す

様

に
。

(生
)
こ

ら

っ
、

何

が

沈

香

亭

だ

。

ぶ

つ
ぞ

。

(浄
が
叩
頭
す
る
介
)
こ

れ

は

私

め

が

し

た

事

で

は

な

く

、

太

子

や
諸

王

様

が

天

子

様

の

御

機

嫌

斜

め

な

る

を

見

て
、

特

に
気

散

じ

を

さ

せ

よ

う

と

な

さ

れ

た

の

で

す
。

(生
)
ふ

ん

、

朕

の

ど

こ
が

御

機

嫌

斜

め

な

も

の
か

。

内

侍

を

呼

べ
。

(内
侍
が
応
じ
て
登
場
)
(生
)
こ

や

つ
を

引

つ
立

て

て
、

百

回

の
鞭

た

た

き

に
し

、

薪

小

屋

に

入

れ

て

、

火

の
番

を

さ

せ

ろ

。

丙

侍
)
か

し

こ
ま

り

ま

し

た

。

(共
に
浄
を
連
行
し
て
退
場
)
(生
)
内

侍

よ

、

参

れ

。

(内
侍
が
応
じ
て
登
場
)
お

前

ら

二
人

に
宮

門

の

見

張

り

を

命

じ

る

。

一
人

も

入

れ

る

な
。

違

え

ば

厳

罰

に

処

す

る
。

(内
侍
)
か

し

こ
ま

り

ま

し

た
。

(舞
台
の
前
に
立

つ
介
を
す
る
)
(生
)
あ

あ

、

朕

は

こ

ん

『
長
生

殿
』

訳
注

二
二
)

(竹

村

)
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な

時

に
、

一
体

ど

ん

な

気

持

で
歌

を
聞

き
、

酒

を

飲

む

こ
と

が

で
き

よ

う
。

【
酔
太
平
】

【
思

え

ば

沈

香

亭

で
、

や

は

り

玉

の

欄

干

に
僑

っ

て

、

一
体

誰

が

新

し

く

粧

っ
て

共

に
寄

り

添

っ
て

く

れ

た

の

か

。

た

と

え

梨

園

の
新

曲

が

あ

っ
て

も

、

音

楽

を

知

る

そ

の

人

(楊
貴
妃
)

は

い

な

い

し

、

彼

女

の

管

弦

の

響

き

が

絶

え

た

今

、

朕

の

玉

笛

も

吹

く

の

が

た

め

ら

わ

れ

る

。
】

(
丑
が
肩
に
髪
を
載
せ
て
登
場
)
【溌
渓
紗
】

【
二
人

の

別

れ

は

悲

し

く

、

思

い
は

つ
の

る

。

双

方

と

も

に

思

い
煩

っ
て

い

る

と

は

誰

が

知

ろ

う

。

私

は
傍

か

ら

見

て

、

そ

の

か

ら

く

り

が

分

る

の

で

、

鷺

と

鳳

の
様

な

二
人

が

再
び

一
緒

に

飛

ぶ

様

に

は

か

ら

い

た

く

思

う

。
】

(内
侍
に
会
う
介
)
天

子

様

は

ど

ち

ら

に
?

(内
侍
)
独

り

宮

中

に
坐

し

て

お

い

で

で
す
。

(丑
が
入
ろ
う
と
す
る
と
、
内
侍
が
遮
る
介
)
(
丑
)
お

前

は

ど

う

し

て
我

が

輩

を

邪

魔

だ

て
す

る

の

だ

?

(
内
侍
)
天

子

様

は

大

層

お
怒

り

に

な

り

、

御

膳

を
勧

め

に
行

つ
た

者

を

二
人

続

け

ざ

ま

に

鞭

打

た

れ
、

私

共

に

特

に
宮

門

を

見

張

ら

せ

て
、

一
人

も

入

ら

せ

な

い
様

に

し

て

い
ま

す

。

(丑
)
そ

う

い
う

こ

と

で
あ

れ

ば

、

我

が

輩

は

し

ば

ら

く

待

と

う

。

(
生
)
朕

は

無

柳

で
仕

方

が

無

い

の

で
、

ち

ょ

っ
と

宮

門

外

を

散

歩

で
も

し

よ

う

。

(行
く
介
)

【
一
帯

の

玉

階

に

は

春

草

が

生

え

て

い

る

の

に

、

こ
れ

を

踏

ん

で

従

う

美

人

の
裳

や

履

は

見

え

な

い
。
】

(丑
が
見
や
る
介
)
天

子

様

が

お

出

に

な

っ
た
。

我

が

輩

は

門

外

に
隠

れ

て
、

機

会

を

窺

お

う
。

(
一
旦
退
場
し
、
す
ぐ
に
登
場
し
て
、
聞
き
耳
を
立
て
る
介
)

(
生
)
寡

人

は

こ

こ

で
貴

妃

を

思

っ
て

い

る

の

に
、

貴

妃

は

ど

の
様

に

し

て
寡

人

を

思

っ
て

い
る

だ

ろ

う

か
。

先

刻

高

力

士

に
尋

ね

た
ら

、

貴

妃

は
宮

中

を

出

さ

れ

て
、

涙

も

乾

か

ぬ
程

泣

き

通

し

と

の
事

で
あ

っ
た
が

、

朕

の
心

は

張

り
裂

け

る

様

だ
。

こ

の
半

日

と

い
う

も

の
、

彼

女

の
消

息

を

知

る

べ
く

も

無

い
。

高

力

士

の
奴

も

、

朕

の

前

に
姿

を

見

せ

な

い
。

全

く

忌

々

し

い
奴

だ

。

(丑
が
会
う
介
)
私

め

な

ら

、

こ

こ

に
お

り

ま

す

。

(生
が
丑
を
見
る
介
を
す
る
)
(生
二
口同
力

士

、

お

前

の

肩

に

か

け

て

い

る

の
は

何

だ
。

(
丑
)
楊

貴

妃

様

の

御

髪

で
ご

ざ

い
ま

す

。

(生
が
笑
う
介
)
頭

髪

だ

と

?

(
丑
)
貴

妃

様

が

お

っ
し

ゃ
る

に

は
、

自

分

の
愚

昧

の

た

め

に
、

天

子

の
御

心

に

さ

か

ら

い
、

そ

の
罪

は

万

死

に
値

し

ま

す

。

今

生

に
お

い

て
、

自

分

は

再

び

天

顔

を

拝

す

る

事

は

無

い

で

し

ょ
う

か

ら

、

特

に

こ

の
頭

髪

を
勇

り

取

り

、

私

め

を

通

じ

て

天

子

様

に
献

上

致

し

、

以

て
変

ら

ぬ
恋

情

を

表

わ

し

ま

す

、

と

の

こ
と

で

し

た

。

(髪
を
献
上
す
る
介
)
(生
が
髪
を
手
に
取
っ
て
見
つ
め
、
実
く
介
)
あ

あ

、

我

が

貴

妃

よ
。

【
啄
木
児
】
【
昨

夜

枕

辺

で

嗅

い
だ

髪

の

香

り

が

、

今

朝

は

前
刀
り

取

ら

れ

て
、

愁

い

と
共

に

寄

せ

ら

れ

た

。

つ

や

や

か

な

黒

髪

を

見

れ

ば

、

腸

も

千

切

れ

、

魂

も

消

え

る

思

い

が

す

る

。
】

思

え
ば

、

朕

と
貴

妃

と

の
情

愛

が
中

断

し

た

の

は
、

ま

る

で

こ

の
髪

の
様

だ
。

ば

っ
さ

り

と

【金

刀

で

も

っ
て
前
刀
ら

れ

、

雲

髪

か

ら

別

れ

て

し

ま

っ
た

こ

の

髪

よ

。
】

(丑
)
天

子

様

。

【
飽
老
催
】
【
ど

う

か

お

嘆

き

な

さ

ら

ず

に

。
】

私

め

が

思

い

ま

す

に
、

貴

妃

様

は

十

分

に
恩

寵

を
蒙

っ
て

い
ま

す

の

に
、

天

子
様

は

ど

う

し

て
彼

女

の
宮

中

の
席

位

を
惜

し

ん

で
、

外

の
世

界

へ
追

い
出

さ

れ

た

の

で
し

ょ
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う
。

【
春

風

が

天
空

に

吹

き

戻

す

様

に

な

れ

ば

、

名

花

(貴
妃
)
も

御

苑

の
外

か

ら

宮

中

に
移

る

こ

と

に

な

り

ま

し

ょ
う

。
】

(
生
が
考
え

込
む
介
を
す
る
)
た

だ

、

寡

人

は

既

に
貴

妃

を

追

放

し

た

の

に

、

ど

う

召

還

し

た

ら

よ

か

ろ

う

。

(
丑
)
罪

が

あ

れ

ば

追

放

し
、

反

省

す

れ

ば

召

還

す

る

、

こ

れ

こ

そ

天

の
如

き

聖

主

の
度

量

に

ご

ざ

い

ま

す

。

(
生
が
う
な
ず
く
介
)
(丑
)
ま

し

て
、

今

朝

貴

妃

を

車

一
つ
で
出

し

た

の

は
夜

が

明

け

た
ば

か

り

の
頃

で

し

た

が

、

今

は

も

う

日
暮

れ

時

で
す

。

安

慶

坊

を

開

い

て

太
華

公

主

宅

か

ら

宮

中

に

入

れ

ば

、

余

人

は
誰

も

気

付

き

ま

せ

ん

。

(叩
頭
す
る
介
)
【
ど

う

か

お
赦

し

を

い

た

だ

き

、

貴

妃

様

の

御

帰

還

を

賜

り

ま

す

様

に

。

す

み

や
か

に

な

さ

れ

ば

、

き

っ
と

天

子
様

の

愁

い

の
城

も

自

ず

か

ら

解

け

ま

し

ょ
う

。
】

(生
)
高

力

士

、

で
は

お

前

に
貴

妃

を

迎

え

に

行

つ
て

も

ら

お

う

。

(
丑
)
承

知

致

し

ま

し

た

。

(退
場
)

(生
)
あ

あ

、

貴

妃

が

来

た

時

に
、

寡

人

は

ど

の

よ

う

に
会

え
ば

よ

い

だ

ろ

う

か

。

【下
小
楼
】
【
玉

人

の
帰

還

は

嬉

し

い
が

、

す

ね

た

彼

女

が

顔

を

背

け

て

泣

く

の

が

思

い

や
ら

れ

る

。

再

会

の
時

、

ど

ん

な

一一一一口
葉

で

私

の
前

非

を
繕

え

ば

よ

い

の

か

。
】

ま

ま

よ

、

こ
れ

も

元

は

寡

人

の

誤

ち

、

【
万
般

取

り

な

し

に

努

め

、

半

日

の
別

離

を

償

う

こ

と

に

し

よ

う

。
】

(丑
が
内
侍
、

宮
女
と
共
に
提
灯
を
手
に
し
、
旦
を
連
れ
て
登
場
)

【
双
声
子
】

【
宮

車

を

曳

き

、

宮

車

を

曳

き

、

宮

中

の
椀

樹

の
林

を

通

り

過

ぎ

る

。

絹

張

り

の
灯

籠

が

向

き

合

い
、

絹

張

り

の

灯

籠

が

向

き

合

い
、

美

し

い
宮

花

を

照

ら

し

出

す

。
】

(内
侍
と
宮
女
が
退
場
=

丑
が
進
み
出
て
報
告
す
る
介
)
楊

貴

妃

様

の
お

着

き

で
す

。

(生
)
早

く

通

せ

。

(
丑
)
か

し

こ

ま

り

ま

し

た

。

楊

貴

妃

様

、

お

召

し

で

す
。

(
旦
が
進
み
出
て
会
う
介
)
私

め
楊

氏

、

お

目

通

り

致

し

ま

す

。

こ

の
た

び

は

誠

に
申

し

訳

な

く

、

死
罪

に
値

し

ま

す

。

(
う
つ
む
き
伏
す
介
)
(生
)
楽

に

し

な

さ

い
。

(丑
が
そ
っ
と
退
場
)

(
旦
が
脆
き
泣
く
介
)
私

め

は

大

変

な

無

礼

を

働

き

、

天

子

様

の
お

怒

り

に
触

れ

ま

し

た
。

い
ま

再

び

聖

顔

に
会

う

こ
と

が

で
き

、

こ
れ

で

安

心

し

て
死

ね

ま

す
。

(生
が
共
に
泣
く
介
)
貴

妃

よ

、

ど

う

し

て
そ

ん

な
事

を

言

う

?

(
旦
)
【
玉
漏
遅
序
】

【
思

え

ば

、

私

の
罪

は

山

の

様

に

重

い

の

に

、

天

の
如

く

寛

大

な

天

子

様

の

御

加

護

を

蒙

り
ま

し

た

。

今

よ

り
は

自

ら

悔

い
改

め

、

宮

女

の
位

階

に

従

い
、

二
度

と

他

の

美

女

を

妬

む

こ
と

は

致

し

ま

せ

ん

。
】

(生
が
旦
を
支
え
起
す
介
)
寡

人

も

一
時

の
誤

り

で

あ

っ
た

。

以
前

の

こ
と

は
、

も

う

触

れ

ま

い
。

(
旦
が
泣
い
て
起

つ
介
)
あ

り

が

と

う

ご

ざ

い
ま

す

。

(
生
が
旦
の
手
を
取
り
、
旦
の
涙
を
拭
く
介
)

【
尾

声

】

【
孤

愁

の
味

が

よ

く

分

っ
た

今

か

ら

は

、

こ

の
情

愛

は

十
倍

も

深

ま

る

で

あ

ろ

う

。

貴

妃

よ

、

朕

は

こ

の

一
日

の

思

い

を

卿

に

語

ろ

う

そ

。
】

(宮
女
が
登
場
)
西

宮

に
宴

席

の
用

意

が

で
き

ま

し

た
。

天

子

様

、

貴

妃

様

、

ど

う

ぞ

お

越

し
下

さ

い
。

『
長

生
殿
』

訳

注

(
三
)

(
竹
村

)
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(
生

)

(
旦

)

(
生

)

(
旦

)

真
情
を
吐
露
し
て
、
宴
席

の
酒
は
樽

に
満
ち
て
い
る
。

私
に
は
、
こ
れ
以
上
言
う
べ
き
言
葉
も
な
い
。

慣
れ
ぬ
別
離
に
思

い
は
尽
き
ず
、

再
び
寝
所
に
入
っ
て
、
涙
の
あ
と
を
拭
う
。

李

中

羅

隠

蘇

顛

柳

公
権

注

原

文

「
膳

下

玉
盤
紅

縷

細
、

酒
開

金

甕
緑

酷

濃
」
…
唐

・
韓

栩

「
宴

楊

鮒
馬

山
池

」
詩

に

「
胸

下

玉
盤

紅
縷

細
、

酒

開
金

甕

緑
酪

濃
」

と

(
『
全

唐
詩

』
巻

二
四

五
)。

原
文

「
浄

軍
所

」
…

明
代
、

太
監

を
監

禁
し

た
場
所

。
『
明
史
』

巻

一
八
六
、
焚

螢
伝

に

「
綜

遂

下
獄
、

充
浄

軍
。
」

と
。

原
文

「
惜
薪

司
」
…

明
朝

の
内
官

四
司

の

一
。

薪
炭

の
職

務

を
司

る
。

原

文

「
愚

閲
働

是

玉
閲

干
。

問

新
粧

有

誰
同

筒
」
…
李

白

「
清

平

調
詞

」
其

三

に

「
沈
香

亭
北

筒

閲

干
」

と
あ

り
、

同

じ

く
其

二
に

「
問

漢
宮

誰
得

似
、

可
憐

飛
燕

筒
新

粧
」

と
。

原

文

「
開

了
安
慶

坊
、

従

太
平
宅

而

入
」
…
『
楊

太
真

外

伝
』

巻

上

に

「
力
士

因
請

就

召
、
既

夜
、

遂
開

安
慶

坊

、
従

太
華

宅

以
入
。
」

と
。

太

華

と
は
玄

宗

の
第

二
十

五
女

太
平

公
主

の
こ
と
。

原

文

「
愁
城
」
…
庚

信

「
愁

賦
」

に

「
攻
許

愁
城

終

不
破
」

と

(許

逸

民

『
庚

子
山

集
注
』

附

録
侠
文

、
中

華
書

局
、

↓
九

八
〇

年
)
。

原

文

「
親
媚
」
…
親

信
喜
愛

の
意

。

司
馬
遷

「
報

任
少

卿
書

」

(『
文
選
』

巻

四
十

一
所
収

)

に

「
以
求

親
媚

於
主

上
」

と
。

原
文

「
従
今

識
破
愁

滋
味

」
…
辛

棄
疾

「
丑
奴
児

」

詞

に

「
而
今
識

蓋
愁

滋
味

」

と
。
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第
十
勧

疑

識

(
外
が
郭
子
儀
に
扮
し
、
頭
巾
を
か
ぶ
り
、
剣
を
侃
い
て
登
場
)
「
我

が

輩

の
壮

志

を

誰

が

知

ろ

う

。

身

に
は

護

身

の
宝

剣

を

侃

き

従

え

る
。

こ

の



剣

で
天
下
の
邪
悪
を
成
敗
し
て
時
局
を
救
え
ば
、
そ
の
時
こ
そ
我
が
輩
が
男
児
と
な
る
時
。
」

我
が
輩
は
姓
は
郭
、
名
は
子
儀
、

本
籍
は
華
州
鄭
県
の
人
。
六
翰
三
略

の
兵
法
を
修
め
、
腹
に
は
天
下
を
治
め
る
才
略
が
満
ち
て
い
る
。
天
下
に
並
び
立
つ
英
雄
男

児

に
な
ろ
う
と
す
れ
ば
、
国
家
安
定

の
事
業
を
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
今
、
私
は
武
挙
出
身

の
官
吏
と
し
て
、
京
都
で
任
命
を
待

っ

て
い
る
所
で
あ
る
。
折
し
も
楊
国
忠
が
政
権
を
弄
断
し
、
安
禄
山
が
天
恩
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
お
り
、
み
す
み
す
朝
廷

の
綱
紀

が

ず
た
ず
た
に
な

っ
て
し
ま
い
そ
う
だ
。
こ
の
郭
子
儀

の
如
き
、
ま
だ
何
の
官
職
も
得
て
い
な
い
が
、

い
つ
か
は
必
ず
朝
廷
の
為

に
尽
く
し
た
い
も
の
だ
。

【商
調
集
賢
賓
】
【
男
児
の
本
懐
は
自
ら
吐
い
て
実
行
す
る
も
の
、
ど
う
し
て
空
し
く
天
に
向

っ
て
叫
ぼ
う
。
笑
う
べ
き
は
、
彼
ら
こ
そ
、

堂
間

に
巣
く
う
燕
み
た
い
に
身
に
迫
る
危
険
も
知
ら
ず
、
ま
た
屋
上
に
烏
が
集
う
家
屋
み
た
い
に
国
の
憂
い
も
分
ら
ぬ
こ
と
。
今

や
天

下
大
乱

の
時
、
突
然
濫
を
破

っ
て
虎
や
熊
が
飛
び
出
し
た
り
、
村
の
鼠
や
町
の
狐
が
縦
横
に
走
り
回

っ
た
り
し
て
い
る
。
私
は
、
何
度

も
朝
早
く
鶏
の
声
と
共
に
起
き
出
し
、
独
り
剣
舞
を
舞

っ
て
鍛
錬
に
努
め
て
来
た
。
思
え
ば
古
来
の
栄
枯
盛
衰
に
お
い
て
、
ど
れ
ほ
ど

の
英
雄

の
功
勲
が
天
下
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
。
私
と
て
、
無
名
の
樵
夫
や
漁
師
で

「
生
を
終
え
は
し
な
い
。】

ま
ず
は
長
安
の
市
街

へ
行

っ
て
、
酒
で
も
飲
む
と
し
よ
う
。

【適
遥
楽
】
【都
大
路
を
ゆ

っ
く
り
歩
き
、
し
ば
し
憂
さ
を
晴
ら
し
つ
つ
、
旅
宿
の
つ
れ
づ
れ
を
慰
め
る
。
俺
の
眼
に
は
、
雑
踏
す
る
人
々

が
酔

っ
ぱ
ら
い
の
様
に
ヨ
ロ
ヨ
ロ
歩
く
の
が
見
え
る
が
、
こ
の
中

の
ど
こ
に
独
り
醒
め
た
屈
原
が
い
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
。
こ
の
郭
子

儀
は
、
大
志
を
同
じ
く
す
る
連
れ
を
探
し
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
釣
り
糸
を
垂
れ
る
太
公
望
は
去
り
、
虎
を
射
る
李
広
将
軍
は
遥
か

彼
方
、
狗
殺
し
の
奨
噌
も
い
な
い
の
だ
。】
(退
場
)
(丑
が
酒
楼
の
給
仕
に
扮
し
て
登
場
)

「
我
が
酒
楼
は
至

つ
て
高
級

で
あ
り
、
看
板

に
は
掛
け
売
り

一
切
お
断
わ
り
と
あ
る
。
金
さ
え
有
れ
ば
い
く
ら

で
も
飲
め
る
が
、

文
無
し
な
ら
ば
水

一
滴
も
飲
め
ぬ
。
」

私
は
こ
の
長
安
の
町
の
新
豊
館
大
酒
楼
に
勤
め
る
給
仕
で
す
。

こ
の
酒
楼
は
東
市
、
西
市

の
中
間

に
あ

つ
て
、
人
通
り
も
賑
や
か
で
す
。
凡
そ
都
の
内
外

の
王
孫
公
子
、
役
人
や
町
人
、
兵
士
や
庶
民
な
ど
、
こ
の
楼
に
来

て

一
杯
や
ら
な
い
者
は
い
ま
せ
ん
。
そ
の
酒
も
、
酒
だ
け
飲
む
者
、
肴
と
共
に
飲
む
者
、
酒
を
買

っ
て
行
く
者
、
酒
席
の
予
約

に

来
る
者
等
、
全
く
際
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。
言
い
も
終
ら
ぬ
う
ち
に
、
又

一
人
酒
飲
み
が
や

っ
て
来
ま
し
た
。
(外
が
歩
い
て
登
場
〉

【
上
京
馬
】
【向
う
の
画
楼
の
隅
に
楊
柳
が
斜
め
に
垂
れ
、
青
色
の
酒
旗
が
風
に
ひ
ら
ひ
ら
舞

っ
て
い
る
。
ど
う
か
し

て
燕
市
の
酒
客
荊

『
長

生

殿
』

訳
注

(
三
)

(竹

村

)
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輌

と

一
杯

や

り

た

い

も

の

。
】

(
呼
ぶ
科
)
給

仕

、

居

る

か
。

(丑
が
迎
え
る
科
)
お

客

様

、

二
階

へ
ど

う

ぞ

。

(外
が
二
階

へ
上
る
科
を
す
る
)
仲

々

良

い
酒

楼

じ

ゃ

の
。

【
広

く

開

い
た

窓

か

ら

入

る

穏

や

か

な

日

差

し

と

心
地

よ

い

風

。

見

れ

ば

、

ぐ

る

り

の
壁

に

は

い

ず

れ

も

酔

仙

の

絵

が

描

か

れ

て

い

る

。
】

(
丑
)
お

客

様

、

お

一
人

で
す

か

。

そ
れ

と

も

連

れ

を

お

待

ち

で

?

(外
)

一
人

で
し

こ

た

ま

飲

も

う
。

う

ま

い

酒

が

あ

れ

ば

持

っ

て
来

い
。

(
丑
)
ご

ざ

い
ま

す

と

も

。

(酒
を
持
っ
て
登
場
す
る
科
)
お

酒

で
ご

ざ

い
ま

す

。

(内
で
呼
ぶ
科
)
給

仕

、

こ

っ
ち

に
来

て
く

れ

。

(
丑
が
応
じ
て
、
急
い
で
退
場
)
(外
が
酒
を
飲
む
科
)

【
梧

葉

児

】

【
俺

様

は

酒

好

き

の

暇

人

陶

淵

明

で
も

な

け

れ

ば

、

酒

で
管

を

巻

く

愚

か

な

灌

夫

で
も

な

い

。

た

だ

痛

飲

し

て
愉

快

に

な

り

た

い

だ

け

だ

。

こ

の
醒

め

た

眼

で
見

て

み

れ

ば

、

誰

が

こ

の
俺

に
か

ま

っ
て

く

れ

よ

う

。

果

し

て
酔

郷

は

俺

を

入

れ

て

く

れ

る

か

。

こ

.

ん

な

に
賑

や

か

な

街

の

中

、

高

陽

の
酒

徒

(鄙
食
其
)
た

る

こ

の

俺

も

落

ち

ぶ

れ

た

も

の

だ

。
】
(起

っ
て
見
る
科
を
す
る
)
(老
旦
が
内
監
に
扮
し
、
副

浄

・
末

・
浄
が
官
吏
に
扮
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
お
祝
い
の
礼
服
を
着
用
、
雑
が
金
封
を
捧
げ
て
、
羊
を
引
き
、
酒
を
担
い
で
相
次
い
で
登
場
し
、
舞
台
を
回

っ
て
退
場
す
る
)

(
丑
が
酒
を
持

っ
て
登
場
)
お

客

様

、

熱

燗

を

ど

う

ぞ

。

(外
)
給

仕

、

ち

と

尋

ね

る

が

、

酒

楼

の
前

の
あ

の

役

人

ど

も

は

ど

こ

へ
行

く

の
だ

?

(丑
)
お

客

様

、

お

酒

を

召

し

上

り

な

が

ら
、

私

の
話

を

お
聞

き

下

さ

い
。

国

舅

た

る
楊

(
国
忠
)
丞

相

殿

、

及

び
韓

国

・

號

国

・
秦

国

の

三
夫

人

に
対

し

て
、

天

子

様

が

そ

れ

ぞ

れ

新

邸

を

賜

っ
た

の

で
す

。

宣

陽

里

に

は

、

こ

の

四

家

の
豪

邸

が

軒

を

連

ね
、

ど

れ

も

宮

中

と

そ

っ
く

り

の
構

え

。

こ

ち

ら

の
造

作

は

あ

ち

ら

よ

り
大

き

く

し

よ

う

と

し

、

あ

ち

ら

の
建

築

は

こ

ち

ら

に
勝

と

う

と

し
ま

す

。

あ

ち

ら

の
方

が

立

派

に
出

来

る

と

、

こ

ち

ら

は

取

り

壊

し

て
新

し

く

作

り

直

し

、

ど

ち

ら

か

の
家

と

同

じ

規

模

の
作

り

に

な

っ
て
、

や

っ
と

工
事

を

止

め

る

と

い
う

具

合

で
す
。

大

堂

一
つ

に
、

何

千

万
貫

銭

も

の
費

用

が

か

か

る

と

か

。

今

日

は

そ

の

工
事

が

竣

工

し

た

の

で
、

朝

廷

中

の

大

小

の
役

人

が

羊

や
酒

の
礼

物

を

用

意

し

て
、

各

家

に

お
祝

い

に
出

か

け

よ

う

と

し

て
、

こ

こ

を

通

っ
て
行

く

の

で
す

。

(外
が
驚
く
科
)
お

お

、

そ

ん

な
事

が

。

(丑
)
も

う

一
本

熱

い

酒

を

持

っ

て
参

り

ま

し

ょ
う

。

(
退
場
)
(外
が
嘆
く
科
)
や

あ
、

外

戚

が

恩

寵

を

ほ
し

い

ま

ま

に
し

、

こ

ん

な

地

位

に
ま

で
上

る

と

は
、

一
体

ど

う

し

た

も

の

か
。

【
酷

萌

盧

】

【
奇

怪

な

の

は

、

私

人

が

こ

れ

程

ま

で

に

の

さ

ば

り

、
豪

奢

な

建

築

を
競

い
合

っ
て

い

る

こ
と

。

宮

中

の
公

卿

百

官

は

甘

ん

じ

て
彼

ら

に

遜

り

、
争

っ
て
権

門

に

取

り

入

ろ

う

と

し

て
群

が

り
集

ま

る

。

も

は

や

一
人

も

朝

廷

に

実

情

を

上

訴

す

る
者

も

い

な

い
。

あ

の
新

築

の
家

の
赤

や

青

の
瓦

も

、

も

と

も

と

は

人

民

の
膏

血

で
塗

ら

れ

て

い

る

の

だ

。
】
(起
つ
科
)
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心
中

に

カ

ッ
と
怒

り

が

湧

き

、

覚

え

ず

飲

ん

だ

酒

が

上

っ
て
来

る
。

ど

れ

、

四
方

の
壁

を

ゆ

っ
く

り

見

て
み

よ

う

。

(
見
る
科
を
す
る
)

こ

ち

ら

の
壁

に
は

細

字

が

数

行

、

誰

か
詩

句

を

書

き

つ
け

て

い

る
。

ち

ょ

っ
と

見

て

み

よ

う
。

(見
て
読
む
科
を
す
る
)
「
燕

京

か

ら

人

は
皆

い
な

く

な

り

、

函

谷

関

の
馬

は
帰

っ
て
来

な

い
。

も

し

山
麓

で
幽

霊

に

出

逢

う

な

ら
ば

、

そ

の
幽

霊

は

玉

環

に
薄

絹

を

結

ん

で

い
る

で

あ

ろ

う

。
」

や
あ

、

こ

の
詩

は
奇

妙

だ

な

。

【
亥

篇

】

俺

は

こ

こ

で
、

【
こ

の
詩

を

じ

っ
と

見

つ
め

、

始

め

か

ら

一
句

ず

つ
読

ん

で

み

る

。

よ

く

味

わ

っ
て

み

る

と

、

詩

意

は
吉

事

で

は

な

さ

そ

う

だ

。
】

さ

て
、

誰

が

書

い

た

も

の
か

見

て

み

よ

う

。

(
又
見
て
読
む
科
)
李

遽

周

題

す

。

(考
え
る
科
を
す
る
)
李

遽

周

、

こ

の
名

前

は

よ

く
知

っ
て

い
る

ぞ

。

お

お

、

そ

う

だ

。

術

±

の
李

遽

周

と

い

う

の

が

人

の
過

去

や

未

来

を

言

い
当

て

る

と

聞

い
た

が

、

き

っ
と

彼

の

こ

と

で

あ

ろ

う

。

多

分

、

【
こ

の
詩

中

に

予

言

が

蔵

さ

れ

て

い

る

の

だ

ろ

う

が

、

謎

解

き

名

人

の
杜

大

伯

が

ど

こ

に

い

よ

う

か

。

ま

さ

か

、

彼

が

酔

っ
ぱ

ら

っ
て

壁

上

に

殴

り

書

き

し

た

の

で

は
あ

る

ま

い

。
】
(内
で
騒
ぐ
科
を
す
る
)

(外
が
呼
ぶ
科
)
給

仕

は
ど

こ
だ
。

(丑
が
登
場
)
お
客

様

、

何

の
御

用

で

?

(外
)
階

下

は
ど

う

し

て

こ
ん

な

に
騒

々

し

い

の
か
。

(丑
)

お

客

様

、

こ

の
窓

か

ら

下

を

ご

覧

に

な

れ

ば

、

す

ぐ

に

分

り

ま

す

。

(外
が
見
る
科
〉
(浄
が
王
服
を
着
て
馬
に
乗
り
、
儀
伎
兵
の
先
導
で
登
場
し
、

舞
台
を
回
っ
て
退
場
す
る
科
)
(外
)
あ

れ

は

何

者

だ

?

(
丑
が
笑

っ
て
指
さ
す
科
)
お

客

様

、

彼

の

で

ん
腹

を

見

ま

せ

ん

で

し

た

?

彼

は

姓

は
安

、

名

は
禄

山

。

天

子

様

は

彼

を

い
た

く

寵

愛

さ

れ

、

玉

座

の
金

鶏

の
屏

風

の

前

に
彼

が

坐

る

の
を

許

さ

れ

た

程

で
す

。

今

日

は
更

に
彼

を

東

平

郡

王

に
封

じ

ら

れ

ま

し

た

。

そ

れ

で
、

彼

は

今

し

方

、

天

恩

に

謝

す

る

為

に
宮

中

に
上

り
、

東

華

門

外

の
新

邸

に
帰

る

の

に
、

こ

こ
を

通

っ
て
行

く

所

で
す

。

(外
が
驚
き
怒
る
科
)
や

あ

、

こ

、

こ

や

つ
が

安

禄

山

か
。

彼

奴

は
何

の
功

績

が

あ

っ

て
遽

か

に
王

爵

を

手

に
し

た

の
か

。

お

お
、

こ

や

つ
の
面

構

え

に

は
謀

反

の
相

が

表

れ

て

い

る
。

天

下

を

乱

す

の
は

、

こ

の
者

に

違

い
な

い
。

【
金

菊

香

】

【
こ

の
粗

野

な

羊

飼

い

の

下

種

野

郎

は

、

蜂

の

よ

う

な

眼

、

射

の

よ

う

な

声

か

ら

し

て
、

き

っ
と

悪

賢

い
奴

だ

。

ど

う

し

て

こ

ん

な

狼

野
郎

を

屋

内

に

引

き

込

ん

で

し

ま

っ
た

の

か

。

あ

の

題
壁

詩

に
符

号

し

て
は

い

な

い

か

。

更

に

、

奴

が

あ

の

外

戚

ど

も

と

つ

る

ん

で

、

狐

妖

の

如

き

悪

行

を

働

く

の

で
は

な

い

か

と

恐

れ

る

。
】

(丑
)
お

客

様

、

何

を

そ

ん

な

に

お

悩

み

で
す

か
。

(
外
)

【
柳

葉

児

】

あ

あ

、

思

わ

ず

【
ぞ

っ
と

し

て

頭

髪

が

逆

立

ち

、

怒

り

が

胸

に
沸

梯

と

湧

い

て
来

て

、

ゴ

ト

ン
ゴ

ト

ン
と

鳴

る

腰

の

宝

剣

『
長
生

殿
』

訳
注

(
三
)

(竹

村

)
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を
頻

り
に
見
る
。
】

(丑
)
お
客
様
、
ど
う
か
お
怒
り
に
な
ら
ず
に
、
も
う

一
本
開
け
て
下
さ

い
。
(外
)
や
あ
、
【
千
杯
傾
け
よ
う
と
、

百
本
飲

み
干
そ
う
と
、
ど
う
し
て
こ
の
沈
欝
な
愁
い
を
消
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。】
(身
を
起
す
科
を
す
る
)

酒
は
も
う
い
い
。

こ
の
酒
代
を
取

っ
て
お
け
。

(丑
が
収
め
る
科
を
す
る
)
他
人
は

「
酒
三
杯

で
万
事
和
ら
ぐ
」

の
に
、

こ
の
お
客
さ

ん
は

「
酒
で

一
気
に
怒

っ
て
千
愁
を
惹
き
起
こ
す
。」
(退
場
)
(外
が
階
下
に
下
り
、
舞
台
を
巡
っ
て
行
く
科
)
ま
ず
は
宿
に
帰

ろ
う
か
。

【浪
来
裏
】
【
あ
の
心
痛
め
る
出
来
事
に
遭
遇
し
、
あ
の
時
勢
に
感
じ
た
予
言
詩
に
出
会

っ
た
事
か
ら
す
れ
ば
、
天
心
と
人
意
に
は
両
つ

と
も
測

り
難

い
も
の
が
あ

っ
て
、
こ
の
俺
を
深
く
考
え
込
ま
せ
、
眉
を
ぴ
く
ぴ
く
墾
め
さ
せ
る
。
見
れ
ば
、
地
面
に
夕
日
が
落
ち
て
日

暮
れ
時

、
倥
し
い
旅
館
に
帰
ろ
う
と
す
れ
ば
、
や
は
り
気
も
そ
ぞ
ろ
。
】
(旅
館
に
着
き
、
入
っ
て
坐
る
科
を
す
る
)

(
副
浄
が
家
主
に
扮
し
て
登
場
)
(会
う
科
)
申
し
上
げ
ま
す
。
邸
報
が
来
て
お
り
ま
す
。

(外
が
読
む
科
)
「
兵
部
か
ら

一
通
、
官
員
を
除
す
る

の
儀
。
聖
旨
を
仰
ぎ
、
郭
子
儀
に
天
徳
軍
使
を
授
け
る
。
此
を
欽
め
。」

そ
う
か
、
聖
断
が
既
に
下

っ
た
か
ら

に
は
、
早
く
荷
物

を

ま
と
め
、
す
ぐ
に
赴
任
し
な
け
れ
ば
。
(副
浄
が
応
ず
る
科
)
(外
)
こ
の
郭
子
儀
の
官
職
は
低
く

て
も
、

こ
れ
か
ら
朝
廷

に
忠
勤
を

尽

く
す
の
だ
。

【高
過
随
調
殺
】
【本
当
に
今
ま
で
の
俺
は
、
龍
が
少
し
の
水
の
中
で
身
体
を
伸
ば
し
、
鳳
が
荊
棘
の
中
で
羽
を
伸
ば

す
様
で
あ

っ
た
。

俺
は

こ
れ
で
大
空

へ
羽
ば
た
き
、
天
上

へ
上
る
名
分
が
で
き
た
の
が
嬉
し
い
。
必
ず
や
天
下
の
乱
れ
を
正
し
、
千
年

に

一
番
の
功
業
を

あ
げ

て
み
せ
る
。
た
と
え
妖
気
や
毒
虫
が
い
よ
う
と
、
俺
は
国
家
の
重
責
を
荷
な
い
、
こ
の
手
で
大
唐
帝
国
を
支
え
る
の
だ
。】
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閑
職
に
あ
る
私
の
馬
は
、
何
年
も
空
し
く
塵
を
踏
み
、

い
つ
も
豪
貴
の
者
が
要
職
を
独
占
す
る
の
み
。

卑
小
な
閑
職
は
、
宮
中
の
権
貴
と
は
自
ず
か
ら
隔
た
る
が
、

し
か
し
、
真
に
国
を
憂
え
る
人
士
は

一
体
誰
だ
ろ
う
か
。

胡

宿

司
空

図

王

建

呂

温

注

(
1
)
原
文

「整
頓
乾
坤
済
時
了
」
…
杜
甫

「洗
兵
行
」
詩
に

「
二
三
豪
俊
為
時
出
、
整
頓
乾
坤
済
時
了
」
と
。



(
2

)

(
3

)

原
文

「
這
斯
面
有
反
相
、
乱
天
下
者
必
此
人
也
」
…
『
大
唐
新
語
』
巻

一
に

「
(九
齢
)
因
奏
日
、
『禄
山
狼
子
野
心
、
面
有
逆
相
。
』」

と
あ
る
。
新

・
旧

『唐
書
』
張
九
齢
伝
、
『
資
治
通
鑑
』
巻

二

一
四
の
記
事
も
略
ぼ
同
じ
。
ま
た

『
梧
桐
雨
』
喫
子
に

「
(安
禄

山
)
有
許
多
異
相
、
若
留
此
人
、
必
乱
天
下
。
」
と
あ
る
。

原
文

「
三
杯
和
万
事
、

一
気
惹
千
愁
」
…
『
元
曲
選
』
所
収
武
漢
臣

『
生
金
閣
』
三
折
に

「
可
不
道
三
杯
和
万
事

、

一
酔
解
千
愁
」

と
。

第
十

一
繭

聞

楽

】
【歩
蝶
宮
】
(老
旦
が
蟷
蛾
に
扮
し
、
仙
女
を
連
れ
て
登
場
)
【
清
か
な
光
が
月
夜
を
独
占
し
、
幾
万
年
を
経
て
微
塵
も
汚
れ
な
い
。
天
空
の

風
や
霧
が
銀
白
の
月
に
向

っ
て
な
び
く
中
、

一
す
じ
の
仙
楽
の
音
が
微
か
に
響
い
て
来
る
。】

「
長
生
の
仙
薬
を
掲
く
月
の
宮
殿
は
俗
塵
を
遠
く
離
れ
、
そ
こ
に
住
む
私
は
も
と
も
と
清
浄

で
艶
麗
。
折
し
も
雲
中
か
ら
桂
の
花

び
ら
が
降

っ
て
き
た
の
で
、
蒼
く
茂

っ
た
桂
の
木
に
近
寄

つ
て
み
る
。
」

私
は
嬬
餓
、
本
来
は
月
宮
の
主
な
の
で
す
が
、
俗
に
后

昇

の
妻
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
七
宝
か
ら
成
る
真
ん
丸
の
月
は
三
万
六
千
年
を
経

て
お
り
、
そ
の
清
ら
か
な
光
は
千
二
百
里
の

彼
方
ま
で
照
し
ま
す
。
月
に
住
む
白
兎
や
蝦
摸
は
永
遠
の
至
宝
を
産
み
続
け
、
月
に
生
え
る
白
楡
や
丹
桂
に
は
世
に
も
珍
し
い
花

が
咲
き
ま
す
。
月
に
は
以
前
か
ら

「
寛
裳
羽
衣
」
と
い
う
仙
楽
が
あ
り
ま
す
が
、
長
く
月
宮
に
秘
し
た
ま
ま
で
、
人
界
に
は
伝
わ

っ

て
い
ま
せ
ん
。
今
、
下
界
の
唐

の
天
子
は
音
楽
を
善
く
す
る
知
音
の
士
で
あ
り
、
そ
の
妃
楊
玉
環
の
前
世
は
蓬
来
宮
の
玉
妃
で
あ

っ

て
、
こ
こ
に
も
来
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

で
は
、
そ
の
貴
妃
の
夢
魂
を
召
し
出
し
て
、

こ
の
仙
曲
を
再
び
聞
か

せ
ま
し
ょ
う
。
彼

女

が
醒
め
た
後
、
記
憶
に
よ

っ
て
管
弦

の
楽
器
に
記
録
す
れ
ば
、
天
上
の
仙
曲
が
人
間
世
界
に
伝
わ
る
こ
と
に
な
り
、
何
と
す
ば

ら
し
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
寒
簑
よ
、
来
な
さ
い
。
(貼
)
は
い
。
(老
旦
)
お
前
は
大
唐
の
宮
殿
に
行

っ
て
、
楊

玉
環
の
夢
魂
を

こ
こ
ま
で
案
内
し
て
、
こ
の
曲
を
聴
か
せ
る
の
で
す
。
仙
曲
が
終
れ
ば
、
元
の
通
り
に
送
り
帰
し
な
さ
い
。
(貼
)
か
し
こ
ま
り
ま

し
た
。

(老
旦
)
「
ま
ま
よ
、
遊
仙

の
夢
枕
に
よ

っ
て
、
千
年
も
秘
し
た
天
上
の
法
曲
を
ひ
そ
か
に
彼
女
に
授
け

よ
う
。
」
(従
者
を
連

れ
イ、退
場
=
貼
)
天
妃
様
の
命
を
奉
じ
、
私
は
今
か
ら
月
宮
を
出
て
、
大
唐

の
宮
殿
に
行

っ
て
参
り
ま
す
。
(行
く
介
)

・南
呂

・引
子
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【

】
【
梁
州
序
犯
】
【本
調
】
【
天
の
河
が
斜
め
に
輝
き
、
星
々
が
微
か
に
燵
め
く
中
、
俗
界
を
遥
か
に
見
下
す
。
濠
濠
た
る
霜
が
立
ち

込
め
る
中
、
早
や
荘
厳
な
る
月
の
宮
殿
を
離
れ
れ
ば
、
環
侃
が
風
に
任
せ
て
揺
れ
、
衣
服
が
朝
霞
に
き
ら
め
き
な
が

ら
、
私
は
紅
い
雲

の
絨
毯

の
上
を
歩
く
。
私
は
天
上
の
秘
楽
を
宮
女

(楊
玉
環
)
に
伝
授
す
る
た
め
、
密
か
に
そ
の
夢
魂
を
召
し
出
し
て
月
の
宮
殿
に
案
内

す
る
。
】

早
や
大
唐
の
宮
殿
に
着
き
ま
し
た
。

【賀
新
郎
】
ほ
ら
、
【
門
は
閉
じ
ら
れ
、
寝
所
に
は
帷
が
下
り
、
あ
の
楊
貴
妃
は
海
巣
の

様
に
艶

や
か
に
熟
睡
し
て
い
る
。
】

【本
序
尾
】
【涼
し
い
竹
枕
を
抱
い
て
眠
る
彼
女
を
、
そ

っ
と
呼
び
起
す
。】

(呼
ぶ
介
)
楊
貴
妃
様
、
お
起
き
下
さ

い
。
(旦
が
夢
魂
に
扮
し
て
登
場
)

【
漁
灯

児
】
【今
し
方
、
夕
涼
み
後
、
陛
下
と
の
睦
み
事
。
す

っ
か
り
熟
睡
す
れ
ば
、
お
化
粧
も
滲
ん
で
べ
と
べ
と
。】

(貼
)
貴
妃
様
、

ど
う
ぞ
。
(旦
)
お
や
、
奥
深

い
宮
殿
の
軒
先
で
誰
か
呼
ん
で
い
る
。
【
し
か
し
、

こ
の
軒
先
ま
で
報
せ
に
来
る
宮
女

は
い
な
い
は
ず
だ

が
。
】

(貼
)
貴
妃
様
、
ど
う
ぞ
お
早
く
。
(旦
が
だ
る
い
様
子
で
欠
伸
を
す
る
介
)

【私
は
朦
朧
と
し
て
嬌

や
か
に
欠
伸
を
し
、
ゆ

っ
く
り
と
起

き
て
、
カ
ー
テ
ン
を
開
け
る
。
】

(出
て
貼
に
会
う
介
を
す
る
)
あ
ら
、
や
っ
ぱ
り
宮
女
だ
わ
。
(貼
)

【
前
腔

】
【私
は
長
門
宮
で
人
の
嫌
が
る
掃
除
を
す
る
宮
女
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。】

(旦
)
宮
女

で
な
い
と
す
る
と
、
別
院

の
お
妃
で
す
か
。

(貼
)
【私
は
御
座
に
侍
る
昭
容
妃
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。】

(旦
)
そ
れ
で
は
、
あ
な
た
は

一
体
?

(貼
)
私
は
月
の
御
殿

に
仕
え
る
寒

篭
と
申

す
も
の
。
【私
の
名
籍
は
月
の
宮
殿
に
あ
る
の
で
す
。
】

(旦
が
驚
く
介
)
さ
て
は
月
中
の
仙
女
で
し
た
か
。
ど
う

し
て
こ
ち
ら

へ
?

(貼
)
今
し
方

【
嬬
蛾
様
の
勅
命
を
奉
じ
て
、
貴
妃
様
を
桂
宮
の
花
下
の
避
暑
に
ご
案
内
に
参

っ
た
の
で
す
。】

(
旦
)
お
お
、
そ
ん
な
事
が
!

(貼
)
貴
妃
様
、
た
め
ら
う
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
案
内
し
ま
す
の
で
、
御

一
緒
し
ま
し
ょ
う
。

(
旦
を
連
れ
て
行
く
介
)
(合
唱
)

【錦
漁

灯
】
【
天
空
を
指
さ
せ
ば
、
足
元
に
白
雲
が
じ
わ
じ
わ
と
湧
く
。
青
空
を
歩
め
ば
、
耳
に
さ
わ
さ
わ
風
の
音
。
ふ
と
見
れ
ば
、
諸

星
が
低

く
垂
れ
て
手
で
摘
め
る
ほ
ど
。
向
う
の
方
に
、
き
ら
き
ら
輝
く
宮
殿
が
鏡
の
様
な
月
の
中
に
鎮
座
す
る
の
が

見
え
る
。】

(
旦
)
お
や
、
真
夏
な
の
に
、
ど
う
し
て
こ
う
寒

い
の
?

(貼
)
こ
こ
は
月
の
宮
殿
で
し
て
、
下
界
で
い
う
広
寒
宮
な
の
で
す
。
ど

う
ぞ
お
入
り
下
さ
い
。
(旦
が
喜
ぶ
介
)
私
み
た
い
な
汚
れ
た
凡
人
が
、
今
夜
は
月
の
宮
殿
に
来
る
事
が
出
来
て
、

何
と
い
う
幸
せ
。

(中
に
入
っ
て
見
る
介
を
す
る
)

南
呂

過
曲
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【
錦
上
花
】
【
月
世
界
を
清
遊
し
て
、
心
は
頗
る
満
足
。
】

(考
え
る
介
)
こ
れ
ら

の
風
景

は
、
ど
う
も
以
前
に
見
た
事

が
あ
る
様
だ
。

【
玉
階
を
廻
り
、
碧
い
軒
を
巡

っ
て
、
ぼ
ん
や
り
と
そ
の
風
景
を
思
い
出
そ
う
と
す
る
。
】

あ
ち
ら
に
は
桂
花
が
こ
ん
な
に
早
く
咲
い

て
い
る
。
(貼
)
こ
れ
は
月
中
の
丹
桂
と
い
う
も
の
で
、
年
中
茂
り
、
花
も
葉
も
よ
く
香
り
ま
す
。
(旦
が
見
る
介
)
な
る
ほ
ど
素
晴
ら
し
い

花
だ
わ
。

【
見
飽
き
な
い
美
し
さ
に
、
更
に
嬉
し
く
な
る
。
桂
樹
は
金
色
の
花
が
枝
先
に
綻
び
、
緑
の
葉
が
そ
れ
に
付
い
て
い
る
。
得

も
言
え

ぬ
良
い
香
り
が
薄
絹
の
衣
服
に
染
み
透
る
中
、
私
は
桂
樹
の
蔭
を
密
や
か
に
歩
く
。】

(内
で
音
楽
を
奏
す
る
介
)
(旦
)
あ
ら
、
あ
の
仙
女
の

一
隊
は
、
白
衣
に
紅

い
裳

で
、
桂
樹
の
下
を
演
奏
し
な
が
ら
や

っ
て
来
る
。
何
と

素
晴
ら
し
い
音
色
で
し
よ
う
。

(貼
)
こ
れ
が

「寛
裳
羽
衣
曲
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。
(雑
が
四
人
、
六
人
、
八
人
の
仙
女
に
扮
し
、
白
衣
・紅
い
裳
・

錦
の
シ
ョ
ー-ル
・
ネ
ソ
ク
レ
ス
・
リ
ボ
ン
の
い
で
た
ち
で
、
そ
れ
ぞ
れ
音
楽
を
演
奏
し
た
り
、
唱
っ
た
り
し
て
、
舞
台
を
廻
っ
て
登
場
す
る
介
)
(旦
と
貼
が
傍
に
立
っ
て
見

る
介
)
(衆
)

【
錦
中
拍
】
【仙
女
が
天
上
の
音
楽
を
花
む
ら
で
演
奏
す
れ
ば
、
覚
の
裳
が
露
に
し

っ
と
り
濡
れ
る
。
こ
こ
は
俗
界
を
遠
く
離
れ
て
、
月

の
宮
殿

に
清
光
が
そ
そ
ぐ
所
。
仙
女
が
思
い
き
り
楽
器
を
吹

い
た
り
弾
い
た
り
す
れ
ば
、
白
い
手
も
リ
ズ
ム
を
添
え
る
。
楊
貴
妃
の
俗

界
の
夢
魔
は
醒
め
な
い
ま
ま
、
天
宮
の
時
間
が
過
ぎ
て
ゆ
く
。
彼
女
が

一
夜
の
夢
で
仙
界
に
遊
び
、
寛
裳
羽
衣
曲
が
終

り
に
な
る
頃
、

こ
の
知
音
の
人
に
繰
り
返
し
て
お
さ
ら
い
す
る
。
】

(共
に
退
場
)
(旦
)
何
と
素
晴
し
い
音
楽
だ
こ
と
。
そ
の
清
ら
か
で
高
雅
な
響
き
は
、
私
の
心
の
奥
底
ま
で
揺
さ
ぶ
る
。
全
く
俗
界

の

も

の
と
は
違
い
ま
す
。

【
錦
後
拍
】
【
ぼ
ん
や
り
と
霞
む
中

に
群
れ
集
う
仙
女
の
姿
は
ど
こ
か
で
見
た
よ
う
だ
。
清
ら
か
な
音
楽
を
聞
い
て
心
は
満
ち
足
り
る
。

そ
の
珠

玉
の
響
き
を

一
々
数
え
あ
げ
、
そ
の
珠
玉
の
響
き
を

一
々
数
え
あ
げ
、
そ
の
歌
詞
を

一
句
ず

つ
、
靴
を
軽
く
踏

ん
で
確
認
し
、

曲
調
に
合
せ
て
指
先
で
暗
記
す
る
。
赤
面
し
て
差
じ
入
る
の
は
、
今
ま
で
自
分
の
歌
舞
が
ま
ん
ざ
ら
で
も
な
い
と
自
負

し
て
い
た
事
。

こ
の
天
界
の
音
楽
に
較
べ
れ
ば
、
全
く
及
び
も
つ
か
な
い
こ
と
だ
。】

仙
女
様

に
お
聞
き
し
ま
す
。
月
主
の
嬬
蛾
様
に
会

い
た
い
の
で
す
が
。

(貼
)
嬬
餓
様
に
お
会
い
す
る
の
は
、
ま
だ
時
期
が
早

い

で
し
ょ
う
。
空
が
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
貴
妃
様
、
ど
う
ぞ
大
唐
の
宮
殿

へ
お
帰
り
下
さ
い
。

【
尾
声

】
【貴
妃
様
に
は
月

へ
と
上
る
道
筋
を
覚
え
て
お
か
れ
ま
す
様
に
。
(旦
〉
幸
い
に
も
天
界
の
新
曲
を
す

っ
か
り
覚

え
る
事
が
で
き

『
長
生

殿
』

訳
注

(
三
)
(
竹

村

)

一167一



中
国
文
学
論
集

第
二
十
八
号

ま
し
た
。
(貼
)
た
だ
あ
な
た
の
誤
ち
は
、
同
床
の
君
王
を
半
夜
放

っ
て
お
い
た
事
で
す
。
】
(旦
が
退
場
)

(貼
)
楊
貴
妃
様
が
唐
の
宮
殿
に
帰
ら
れ
た
の
で
、
私
は
月
主
嬬
蛾
様
に
こ
の
事
を
申
し
上
げ
ま
し
よ
う
。

碧

い
瓦
や
桐

の
軒
の
月
の
宮
殿
が
開
か
れ
、

ま
た
も
明
月
の
下
に
、
君
の
帰
る
を
送
る
。

天
上
の
音
楽
は
俗
人
に
聴
く
事
を
許
さ
れ
た
が
、

そ
の
俗
人
は
、
俗
界

の
時
間
に
急
か
さ
れ
て
帰

っ
て
ゆ
く
。

曹

唐

丁

仙
芝

李

商
隠

黄

酒

注

白
楡
…
『
楽
府
詩
集
』
巻
三
十
七

「朧
西
行
」
に

「
天
上
何
所
有
、
歴
歴
種
白
楡
」
と
。

原
文

「
他
妃
子
楊
玉
環
、
前
身
原
是
蓬
莱
玉
妃
」
…
陳
鴻

「長
恨
歌
伝
」

に

「
又
労
求
四
虚
上
下
、
～
跨
蓬
壷

、
～
西
廂
下
有

洞
戸
、
～
署
日

『
玉
妃
太
真
院
』」
と
。
『
楊
太
真
外
伝
』
ほ
ぼ
同
じ
。
そ
の
他
、
『
太
平
広
記
』
巻

二
十
所
引

「
仙
伝
拾
遺
」
、

宋

・
劉
斧

『青
項
高
議
』
前
集
巻
六
所
収
秦
醇

「
温
泉
記
」
に
も
同
様
の
記
事
が
あ
る
。

広
寒
宮
…
擬
柳
宗
元

『龍
城
録
』
に

「
明
皇
夢
遊
広
寒
宮
」
の

一
節
が
あ
る
。
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